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皆
様
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
会
長
を
拝
命

し
て
い
ま
す
永
濵
浩
幸
で
す
。
拝
命

し
た
以
上
は
、
精
一
杯
、
努
力
を
し

て
や
り
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
き
届
か
な
い
点
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
運
営
に
関
し

ま
し
て
、
多
大
な
ご
迷
惑
、
ご
心
配

を
お
掛
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
事
、

そ
し
て
ご
不
安
な
思
い
や
、
不
信
感

を
与
え
て
し
ま
い
ま
し
た
事
、
重
ね

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
度
の
徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

役
員
人
事
で
は
、
会
長
、
副
会
長
、

理
事
、
監
事
の
総
入
れ
替
え
を
行
い

ま
し
た
。
新
体
制
の
役
員
が
一
枚
岩

と
な
っ
て
、
引
き
続
き
、
徳
島
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
執
行
部
に
寄
せ
ら
れ
た

不
信
感
の
払
拭
、
信
頼
回
復
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
、

子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
成
す
る
と

い
う
共
通
の
目
的
を
果
た
す
た
め
、

学
校
と
家
庭
と
が
協
力
し
、
連
携
を

取
り
合
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
活
動
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
常
に
先
生
方
と
保
護

者
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
理
解
し
あ
い
、
先
生
方
と
保
護
者

と
が
積
極
的
に
前
向
き
な
意
見
を
交

換
し
あ
え
る
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
校
長
先

生
は
じ
め
、
先
生
の
皆
様
方
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ

て
互
い
に
理
解
し
合
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
八
月
二
十
日
、
八
月

二
十
一
日
と
徳
島
県
で
第
六
十
四
回

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
徳
島
う

ず
し
お
大
会
・
第
四
十
五
回
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
徳
島

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
多
く
の
課

題
や
問
題
点
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
現
代
社
会
に
お
い
て
、
家
庭・学
校
・

地
域
の
連
携
を
深
め
、
私
た
ち
大
人

が
そ
の
変
化
に
対
応
出
来
る
よ
う
、

家
庭
教
育
力
の
向
上
、
子
ど
も
と
と

も
に
成
長
し
な
が
ら
歩
ん
で
い
く
為

に
も
、
学
校
教
育
の
充
実
と
、
地
域

の
教
育
力
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
果
た

す
役
割
と
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
輝

け
る
未
来
の
た
め
に
全
力
で
「
ま
け

ま
け
い
っ
ぱ
い
の
愛
を
」
注
ぎ
込
も

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
こ
そ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
底
力
を
発
揮
す

る
時
で
す
。
徳
島
県
で
と
も
に
学
び
、

交
流
し
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
の
た
め
に
熱

く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
徳
島
県
か

ら
全
国
に
向
け
て
の
情
報
発
信
、
地

元
徳
島
県
で
開
催
出
来
る
歓
び
と
、

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
諸
先
輩
の
導
き

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
責
任
の
重

大
さ
を
自
覚
し
て
精
一
杯
鋭
意
努
力

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
無
く
し
て
は
大
会

の
成
功
は
叶
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
と
、
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日（
土
）

二
十
一
日
（
日
）
に
第
六
十
四
回
日

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
徳
島
う
ず

し
お
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
さ
る

八
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
開
催

さ
れ
た
札
幌
大
会
に
お
い
て
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
永
濵
浩
幸
会
長
が
、
大
会

旗
を
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
会
員
、

皆
さ
ま
に
は
、
全
国
大
会
開
催
に
む

け
、
ご
支
援
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日
（
土
）

　

分
科
会
（
県
内
七
会
場
）

第
一
分
科
会

－

小
松
島
市
担
当

　
　
　

小
松
島
ミ
リ
か
ホ
ー
ル

第
二
分
科
会

－

板
野
郡
担
当

　
　
　

徳
島
市
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

第
三
分
科
会

－

三
好
地
区
担
当

　
　
　

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

第
四
分
科
会

－

吉
野
川
市
担
当

　
　
　

吉
野
川
市
鴨
島
公
民
館

第
五
分
科
会

－

勝
浦
・
那
賀
・
海
部
郡
担
当

　
　
　

阿
南
市
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル

特
一
分
科
会

－

鳴
門
市
担
当

　
　
　

鳴
門
市
文
化
会
館

特
二
分
科
会

－

板
野
郡
担
当

　
　
　

徳
島
市
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

八
月
二
十
一
日
（
日
）

　

全
体
会
（
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
）

信
頼
回
復
と
全
国
大
会
成
功
に
向
け
て
！

徳
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

永
濵
　
浩
幸

第
六
十
四
回

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

徳
島
う
ず
し
お
大
会

県
Ｐ
連
総
会

県
Ｐ
連
総
会

県
Ｐ
連
総
会

シンボルマーク

　

去
る
六
月
四
日
（
金
）
県
教
育
会

館
に
お
い
て
、
県
Ｐ
連
役
員
・
郡
市

代
議
員
・
表
彰
者
の
方
々
の
出
席
の

も
と
、
平
成
二
十
八
年
度
定
期
総
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
原　

陽
一
会
長
代
行
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、熱
心
な
活
動
を
さ
れ
た
九

団
体
と
二
十
二
名
の
方
の
表
彰
と
二

十
七
名
の
方
に
感
謝
状
が
、そ
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ

た
七
校
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
臨
席
の
来
賓
七
名
の
方
を
代
表
し

て
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
政
策
課

課
長　
永
松　
宜
洋
様
、県
中
学
校
長

会
副
会
長　
里
見　
光
亮
様
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
、後
藤　
康
夫
氏

の
受
賞
者
代
表
謝
辞
と
進
み
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成
二
十
六
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報

告
を
承
認
の
後
、
平
成
二
十
七
年
度

新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
次
に
平
成
二

十
七
年
度
努
力
目
標
、
事
業
計
画
・

予
算
案
等
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ

れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
の
運
び
と
な

り
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
県
教
育
長
要
望

①
い
じ
め
・
不
登
校
・
体
罰
に
関
す

る
問
題
と
課
題

②
防
災
・
環
境
整
備
の
促
進

③
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
や
学
校
内
に

お
け
る
安
全
確
保
と
不
審
者
対
策

④
高
校
入
試
通
学
区
域
の
見
直
し

⑤
教
育
費
の
確
保
及
び
教
員
の
適
正

配
置
や
資
質
向
上

⑥
安
全
な
食
材
の
提
供
と
食
育
指
導

⑦
土
曜
授
業
や
放
課
後
等
の
教
育
支
援

⑧
第
64
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大

会
徳
島
う
ず
し
お
大
会

　

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
を
い

た
し
ま
し
た
。
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　中部ブロック　名西郡ＰＴＡ連合会
会　長　吉　岡　遵　児　

　名西郡ＰＴＡ連合会は，石井町・神山町の２町のＰＴＡ連合会で
組織されています。小学校は７校，中学校は４校で，今年度の児童・
生徒数は2,209人，ＰＴＡ会員数は1,797人です。各単Ｐにはいくつ
かの専門部があります。多少の違いはありますが，「交通安全」，「保
健体育」，「家庭教育」，「広報」，「人権教育」等で構成されています。
　まず，毎年，町ごとに実施している「町Ｐ連レクリエーション大会」
の様子を紹介します。
　石井町Ｐ連は，６月28日（日）にレクリエーション大会を行い
ました。競技種目は，ソフトボールとソフトバレーボールです。会
場は，石井中学校体育館・運動場と前山公園体育館・グラウンドで

行いました。ソフトボール
９チーム，ソフトバレーボ
ール13チームが出場し，
それぞれ４つのブロックに
分かれて，２試合ずつゲー
ムを行いました。ソフトボ
ールは，快音を響かせて白
球が飛ぶたびに子どもやお
母さん方の黄色い声援が飛
び交っていました。若い選

手もベテランの選手もそれぞれの持ち味を生かしてプレーしていま
した。チームの勝利のために様々な人が力を合わせるまたとない機
会でした。バレーボールもたくさんの保護者と教員が協力して熱戦
を繰り広げ，好プレーあり珍プレーありの楽しい大会となりました。
各単Ｐ相互の親睦や会員の健康増進を目的としているので，優勝
チームなどは決めずブロックごとに終わりましたが，目的は十分に
達成することができました。
　神山町Ｐ連も，同日の６月28日（日）に球技大会を行いました。
競技種目は，ミックスソフトバレーボールです。各単Ｐから10

チームが参加しました。会場は，神山町民体育館，神山中学校体育館，
神領小学校体育館の３会場に分かれて行いました。各単Ｐ相互の親
睦が目的ですが，力のこもった熱戦が繰り広げられました。日頃の
運動不足をものともせず，ファインプレーあり，笑いありの楽しい
交流会となりました。会員数の減少に伴い，選手集めに苦労する
チームもありますが，各単Ｐの伝統を守ろうとがんばっていました。
　文化的な行事として，両町ともに家庭教育研修会を開催していま
す。今年の８月29日（土）に，
石井町Ｐ連は，石井町や教
育委員会とともに，「石井
町教育講演会」を開催しま
した。場所は，石井町中央
公民館でした。講師として，
全国で家庭教育講演会活動
をしている酒井勇介氏をお
迎えしました。酒井氏のお
話はたいへんわかりやすく
明快でした。家庭教育を大切にして，しつけるべきことをきちんと
しつける。それも，子どもが小さいときから約束を決め，繰り返す
ことで，習慣化させる。一枚のプリントでも毎日続ければ1年間で
数センチの厚さになる。それは必ずその子の身につき財産となる。
保護者も教師も子どもたちに何をどのようにして教えていくのか示
唆に富む内容を，約２時間，冗談で笑わせながら私達に伝えてくれ
ました。講演の終わりには，参観者の大きな拍手が会場に鳴り響い
ていました。
　神山町Ｐ連も，家庭教育についての研修を深め，健やかな子ども
たちの育成に資するため，12月６日（日）に家庭教育研修会を開
催しました。
　名西郡ＰＴＡ連合会は，神山町と石井町の２町による小さな組織
です。近年，児童・生徒数の減少により，ＰＴＡ組織も縮小の傾向
にありますが，伝統ある名西郡Ｐ連を盛り立てていくため，各単Ｐ
の仲間とともに力を尽くしたいと思います。

ブロック別ＰＴＡ活動紹介

～つながれ　輪になれ　渦になれ～
親睦を深め，ともに子どもたちの成長を願いましょう！

★次号のブロック別ＰＴＡ紹介は，那賀郡Ｐ連，つるぎ町Ｐ連です。

～つながれ　輪になれ　渦になれ～

町P連レクリエーション大会

教育講演会

　南部ブロック　勝浦郡ＰＴＡ連合会
会　長　椎　野　　　豪　

　勝浦郡ＰＴＡ連合会は，勝浦町・上勝町の２町のＰ連で組織され，
学校数は，小学校が３校，中学校が２校の合計５校です。414名の
児童・生徒とその保護者，72名の教職員で構成されています。
　各単Ｐには，複数の専門部があり，様々な活動が行われています
が，５校の多くの会員が一堂に集まるのは，毎年夏に行われている
勝浦郡ＰＴＡ連合球技大会です。この恒例の球技大会について紹介
したいと思います。
　勝浦郡ＰＴＡ連合球技大会は，毎年５校が持ち回りで開催してお
り，今年は，６月21日（日）に，生比奈小学校の体育館で行われ
ました。競技種目は，以前は，男性がソフトボール，女性はバレー
ボールに分かれていましたが，現在は６人制のミックスソフトバレー

ボールになっています。このミックスソフトバレーボールは，本年
度のソフトバレーボール規則及び本大会特別規則に準じて行われて
いるのですが，女性は試合中，コートの中に選手として３名以上が
常時出場していなければならないというルールになっています。
　各単Ｐから２チームが参加し，この上に，毎年，小松島西高校勝
浦校のＰＴＡからも２チー
ムが参加してくれていま
す。この伝統は，勝浦高校
の時代から続いています。
１チーム，選手登録数は
15名までとなっており，
チーム数は，合計12チー
ムです。これを４ブロック
に分けてリーグ戦を行い，

それぞれのリーグからの１
位チームによる決勝戦を行
います。
　各チーム，仕事が終わっ
た平日の夜に熱心に練習を
重ねて大会に臨んでおり，
保護者だけでなく，どの
チームにも，男女を問わず
教職員も参加しています。
毎年，子どもたちを含め，家族や，選手になっていない保護者・教
職員等の賑やかで力の入った応援が繰り広げられます。今年も，開

会式が朝の９時に始まったのですが，閉会式が終わったのが夕方４
時を過ぎるほど，白熱した試合が続きました。
  今年は，主審・副審ともに，勝浦ソフトバレーボールクラブのみ
なさんが，終始的確で厳正なジャッジをしてくださり，爽やか且つ
スムーズに試合を進めることができました。
　このように，勝浦郡ＰＴＡ連合球技大会は，審判の方々をはじめ，
運営に携わるＰＴＡの役員，出場選手，選手のサポートに尽くすＰ
ＴＡの役員，応援に駆けつける会員等，勝浦郡内小中高６校のＰＴ
Ａ会員の力が結集される，年に一度の大切な取り組みとなっていま
す。また，他校の会員との親睦を深められる貴重な機会でもありま
す。

　西部ブロック　吉野川市ＰＴＡ連合会
会　長　上　田　理　佳　

　吉野川市ＰＴＡ連合会は，11幼稚園・14小学校・５中学校で構
成されており，幼児・児童・生徒数は3,275名です。
　すべての単Ｐが「厚生委員会」と「人権・家庭教育委員会」の2
つの委員会に所属し，活動を行っています。
　「厚生委員会」は，主に球技大会（「バレーボール」「ソフトボール」）
の企画運営を行っています。この球技大会は，会員相互の親睦を深
め，会員の健康の増進を図ることを目的としています。
　今年度は，県立川島中学校が事務局となり，８月30日（日）に
開催されました。あいにくの雨で，ソフトボールは中止となりまし
たが，バレーボールは川島高等学校体育館，川島体育館を舞台に，
４つのブロックに分かれて熱戦を繰り広げました。
　選手の皆さんは，参加者や子どもたちの声援を受け，日頃の練習
の成果を存分に発揮された
ことでしょう。試合に負け
て涙ぐむ選手の姿も見られ
ました。満面の笑顔でハイ
タッチする姿も見られまし
た。試合が終わり，記念撮
影をしている表情からは，
やり遂げた満足感が伝わっ
てきました。
　また，厚生委員会主催で

木村内科胃腸科院長木村倍士さんより，「ピロリ菌検査と除菌療法に
よる胃がん予防」の講演をしていただきました。成人はもとより，中高
生にもピロリ菌検査と除菌療法による胃がん予防が大切であること
を教えていただきました。
　次に「人権・家庭教育委
員会」は，主に「人権のつ
どい」の企画運営を行って
おり，人権教育・各種人権
問題に関すること，家庭教
育に関することの普及啓発
を目的としています。
　今年度は，西麻植幼小学
校が事務局となり，11月
28日（土）13時30分に鴨島公民館を会場として開かれました。まず，
西麻植幼小学校PTAの皆さんが「つばくろの家」「訪宅話し合い実
践」をはじめ，これまでの取り組みを発表しました。その後，桂七
福さんによる人権講演会・落語が行われました。
　さて，平成28年度には徳島県で第64回日本ＰＴＡ全国研究大会
徳島うずしお大会が開催されます。吉野川市は，８月20日（土）
に鴨島公民館を会場にして，第４分科会「人権教育」を行います。
全国から来られる方々も含め，600名の参加予定で進めています。
この大会が成功するように，現在６つの部と事務局の組織作りを行
い，大会に向けて取り組んでいるところです。
　これからますます飛躍する吉野川市ＰＴＡ連合会にご注目いただ
くと共に，ご支援ご協力の程よろしくお願いします。

ミックスソフトバレーボール大会

ミックスソフトバレーボール大会

バレーボールの試合の様子
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土曜授業について考える 徳島県でも2014年度から、一部の市町村で実施されている土曜授業。会員の
皆様がどのような思いでいるのか、ＰＴＡ会長の方と先生代表の方にアン
ケートを取らさせていただきました。（複数回答可）

（数字は%表示）

☆お子様は土曜日をどのように過ご
　していますか。
（18.9）部活動
（18.3）スポーツ少年団
（ 1.5）学童保育・児童クラブ
（ 5.6）塾・家庭教師
（18.9）習い事
（19.5）ゲーム・ＴＶ
（17.4）その他
　　
☆現在の土曜日の過ごし方について
　どう思いますか。
（24.6）とても充実している。
（38.8）どちらかと言えば充実している。
（23.7）どちらとも言えない。
（11.6）あまり充実していない。
（ 1.3）まったく充実していない。

☆土曜授業を実施した方がよいと思いま
すか。

（14.1）継続して実施した方がよい。
（22.7）どちらかと言えば実施した方がよい。
（22.6）どちらとも言えない。
（15.8）どちらかと言えば実施しない方がよい。
（24.8）実施しない方がよい。

　　
☆土曜授業を実施した方がよい理由につ
いて考えの近いものを選んでください。

（13.3）土曜日を有意義に過ごせるから。
（34.3）ゆとりを持って学習活動ができるから。
（14.8）学力が向上するから。
（29.4）保護者や地域の人が学校に行きやすいから。
（ 8.2）その他

☆土曜授業の実施回数について考えを教えて
　ください。
（12.0）学期に１回程度
（16.8）学期に２～３回程度
（24.6）月に１回程度
（32.5）月に２回程度
（14.2）すべての土曜日

　　
☆土曜授業についてどう思いますか。
（30.3）学習時間が増え、基礎学力定着に期待できる。
（22.6）体験学習など土曜日ならではの取組で教育効果。
（14.1）学校行事を土曜日行うなど新たな取組が評価。
（12.8）土曜授業にどういった取組がされるかわからない。
（20.2）その他

※土曜授業に対するご意見や、アンケートそのものに対するご意見等、会員の皆様方の熱い願いや想いをたくさんいただきました。
　ご意見が多かったものを抜粋して掲載させていただきます。

○文科省、日本の教育が何を目指すのか、県だけの問題
ではない。

○土、日は部活動・社会体育等の試合が入っていること
が多く、欠席者数が多いので有効な授業ができない。

○週５日制が定着しており、今さらの感じが強い。

○子どもにも学校にも負担がかかりストレスが増える。

○土、日は家族とのふれ合いの時間にしたい。

○全員参加の授業を行うことが望ましい。

○行事を組みやすくなり、授業時数も確保できる。

○社会体育の過度なスケジュール防止に良い。

○地域との連携した取り組みを行うことで有意義なものになる。

○教科の授業を取り組むことができるのであれば学力向上も
期待できる。

○２学期制、３学期制についても再考してほしい。土曜授業
と同じく、県下で足並みをそろえるように努力してほしい。

○補充学習ができる。

　2015年度現在で、徳島県内で土曜授業を実施している市町村は、下記の通りです。夏休み等の短縮を計画している市町村もあ
ります。
　　石井町（小・中）　　板野町（小・中）　　上板町（小・中）　　北島町（小のみ）
　　松茂町（小・中）　　三好市（小・中）　　勝浦町（小・中）

　今回のアンケート実施にあたっては、その内容について熟考されておらず、少し偏った内容になっていたことをおわび致しま
す。多くの方に熱心なご意見をいただき、会員の皆様方の教育に対する深い想いを改めて感じました。アンケートの回答に関し
ては、数字が示す考え方と記述が示す考え方と必ずしも一致していないように思います。土曜授業実施に対する迷いや難しさを
表しているのではないでしょうか。一番の主役となるべき、子どもたちの気持ちはどうなっているのかも、気にかかりました。

土曜授業について考える
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